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「年齢やシチュエーション、お好みに合わせてお作りします！」

Q1  

　１.  ７８７人
　２.  ８７８人
　３.  ２０１８人

今年の本市の新成人、
対象者は何人だった？ Q2

　１.  鏡開き
　２.  餅まき
　３.  テープカット

出初め式で行われたのは、
次のうちどれ？

店内に並ぶ色とりどりの花。店頭に
出ていない花もたくさんあるそう。

■
あ
ら
ま
し

■
花
屋
と
し
て

■
よ
ろ
こ
び

■
こ
れ
か
ら

2/ 1919（月）ま
でまで2/ 19（月）ま
で

読 者
プレゼント

「花のある時間を皆さんに花のある時間を皆さんに」
《第68回》《第68回》

「花のある時間を皆さんに」
《第68回》
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本荘地域

フラワーショップ牧野
マキノのタネ

羽
後
本
荘
駅

羽
後
本
荘
駅由利本荘　

市役所●

本荘第一病院
●

　●
由利本荘
警察署

秋田銀行
　●

由利橋
飛鳥大橋

●
カダーレ

市消防本部
●

広広者

●
利本利本由利由利利

警察署警察

秋

由

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ「
情
報
ラ
ン
ド
」

で
の
放
送
は

盛■■
あ
ら
ま
し

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

牧
野
真
美
さ
ん（
36
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
実
家
は
花
と
は
特
に
関
係
が

な
い
け
ど
、子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

お
花
屋
さ
ん
に
憧
れ
て
い
た
」

と
い
う
真
美
さ
ん
。
花
の
専
門

学
校
に
進
み
、
仙
台
の
花
屋
で

の
経
験
を
経
て
今
に
至
り
ま
す
。

　

小
学
生
の
娘
さ
ん
も
花
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
「
新
し

い
発
想
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
将

来
は
親
子
で
腕
を
競
い
合
え
る

日
も
来
る
の
か
な
」
と
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
季
節
は
春
。
出
会

い
や
別
れ
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
、

花
の
贈
り
物
で
思
い
を
伝
え
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

○営業時間
　８:00～１８:00
○元日休業

マキノのタネ／
フラワーショッフラワーショップ牧野牧野フラワーショップ牧野

羽
後

防本部部
● フラワーショップ

　牧野

仕上げのリボンも丁寧に（上）
素敵な雑貨もあります（下）

お供え用のアレンジメント

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、

本
荘
地
域
の
「
マ
キ
ノ
の
タ
ネ
／
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
牧
野
」で
す
。

は
な

い
く ン

ジ
の
幅
が
広
が
り
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

　　
「
ま
た
あ
な
た
に
お
願
い
し

た
い
」
と
指
名
し
て
も
ら
っ
た

り
「
他
の
と
こ
ろ
よ
り
花
が
長

持
ち
す
る
」
と
喜
ん
で
も
ら
え

た
り
す
る
と
や
っ
ぱ
り
う
れ
し

い
。
小
学
校
や
高
校
な
ど
で「
花

育
」
の
講
師
と
し
て
教
え
、
子

ど
も
た
ち
に
花
を
親
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
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市
成
人
式
が
行
わ
れ
た
１
月
７
日
、
カ
ダ
ー
レ
に
は
大
人
へ
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
新
成
人
た
ち
が
続
々
と
集
ま
り
、
晴
れ
や
か
な

笑
顔
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。　
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の
た
め
、
ひ
い
て
は
地
元
由
利
本

荘
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、

一
歩
一
歩
確
実
に
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
支
え
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
目
標
や
夢
に
向
か

い
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
20
歳
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
市
か
ら
新
成
人
に
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
出
席

者
全
員
で
市
歌
を
声
高
ら
か
に
斉

唱
し
て
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
新
成
人
実
行
委

員
会
が
企
画
し
た
「
新
成
人
の
つ

ど
い
」
が
開
か
れ
、
中
学
校
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
各
中
学

校
伝
統
ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
新
成
人

を
迎
え
た
由
利
高
校
民
謡
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
よ
る
民
謡
と
民
舞
が
披
露

さ
れ
、
出
席
者
は
笑
顔
で
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

　成人式に出席できなかった方は、次の窓口
で市からの記念品をお受け取りください。

成人式に出席できなかった方へ

○本荘地域の方　本荘教育学習課
　　　　　　　　　（カダーレ２階事務室）
○各地域の方　　各教育学習課

◆問い合わせ先
　　生涯学習課　☎３２―１３３２

みんな笑顔で記念撮影！

友人との再会を喜ぶ新成人たち！

2広報ゆりほんじょう 平成30年２月１日号

　

市
成
人
式
が
１
月
７
日
に
市
文

化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人

対
象
者
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
４
４
２
人
、
女
性

４
３
６
人
の
合
わ
せ
て
８
７
８
人
。

こ
の
う
ち
６
６
０
人
が
出
席
し
て

20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
華
や

か
な
振
り
袖
や
は
か
ま
、
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

た
ち
が
、
至
る
所
で
友
人
と
の
再

会
を
喜
び
、
記
念
写
真
を
撮
り
合

う
な
ど
、
会
場
は
笑
顔
の
輪
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
や
恩

師
な
ど
も
数
多
く
訪
れ
、
新
成
人

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
長
谷
部
市
長
が
「
今

日
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
、
た
く
ま
し
い

行
動
力
と
豊
か
な
創
造
力
を
持

ち
、
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
大

き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
激
励
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の

齋
藤
蓮
さ
ん
（
東
梵
天
）
が
「
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

各
々
が
目
標
や
夢
を
持
ち
、
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
分

平成30年  市成人式成 年 市成人式

輝かかしいしい未来未来へ輝かしい未来へ
平成平平平成平

20
歳
の
門
出
を
祝
う

新成人へ記念品を贈呈 決意を述べる齋藤さん 祝辞を述べる渡部市議会議長 式辞を述べる長谷部市長

大人大人へのへの第一歩第一歩大人への第一歩
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国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の

生
活
を
、現
役
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を

と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金

は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ

る
配
偶
者
」
や
「
子
」
）
が
受
け

取
れ
ま
す
。

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

新
成
人
の

声声

二
十
歳
の

い
誓誓

　

本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両

親
や
友
人
、
先
生
、
地
域
の
方
々

の
お
か
げ
で
あ
り
、
私
が
育
っ
た

こ
の
由
利
本
荘
市
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
皆
さ
ま
に
感
謝

し
、
微
力
な
が
ら
も
地
域
に
貢
献

し
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
成
人
と
い
う
意
識
を
高

く
持
ち
、
高
い
目
標
に
向
か
い

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
国
民
国
民
年
金
年
金
年
金
の
ポ
の
ポ
の
ポ
イ
ン
イ
ン
イ
ン
トトト

将
来
の
大
き
な

　
　
　

支
え
に
な
り
ま
す

老
後
の
た
め
だ
け
の

　

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

学
生
納
付
特
例
制
度

納
付
猶
予
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度 

と
  　

　
　

納
付
猶
予
制
度

□
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎
24
―
６
２
４
５

　

本
荘
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
24
―
１
１
１
１

本荘
運藤　和音 さん

（一番堰）

　

私
が
本
日
、
無
事
に
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
近

く
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
を
は
じ

め
、
友
人
、
先
生
方
、
地
域
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

多
く
の
出
来
事
が
私
を
待
ち
受
け

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
20
年

間
を
糧
に
し
て
、
日
々
努
め
て
い

き
た
い
と
強
く
決
意
し
て
い
ま
す
。

由利
遠藤  千愛美 さん

（前 郷）

　

本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
両
親
や

友
達
、
た
く
さ
ん
の
周
り
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

20
年
間
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
社
会
人

と
し
て
自
覚
や
責
任
を
持
ち
、
由

利
本
荘
市
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

岩城
工藤　才花 さん

（岩城勝手）

　

本
日
、
新
成
人
と
し
て
こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
今
ま
で
育
て
て

く
れ
た
家
族
、
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は
今
、

地
元
に
残
り
社
会
人
と
し
て
２
年

に
な
り
ま
す
。
時
に
は
海
外
に

行
っ
た
り
仕
事
の
域
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

行
動
、
言
動
に
責
任
を
持
っ
て

日
々
頑
張
り
ま
す
。

矢島
相庭　祥太 さん

（矢島町七日町）

　

私
た
ち
新
成
人
は
、
二
十
歳
に

な
る
ま
で
家
族
を
は
じ
め
地
域
の

方
々
か
ら
支
え
ら
れ
、
見
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
人
生
の
一
区
切
り

で
あ
る
成
人
式
を
終
え
た
今
、
自

分
が
周
り
の
人
々
か
ら
ど
れ
だ
け

支
え
ら
れ
見
守
ら
れ
て
い
た
か
あ

ら
た
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
見
守
ら
れ
る
立
場

か
ら
見
守
る
立
場
と
し
て
自
覚
と

責
任
あ
る
行
動
を
心
掛
け
て
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大内
眞坂  　哲 さん

（中 俣）

　

本
日
、
無
事
に
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
今
ま
で
私

を
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、
先
生
、

両
親
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
二
十
歳
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
も
増
え

て
く
る
と
思
う
の
で
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

行
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

鳥海
小松　理紗 さん

（鳥海町才ノ神）

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
に
支
え
ら
れ
本

日
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

特
に
一
番
近
く
で
見
守
っ
て
く
れ

た
親
に
は
感
謝
が
尽
き
ま
せ
ん
。

二
十
歳
を
迎
え
、
４
月
か
ら
社
会

人
と
な
り
ま
す
。
や
る
気
と
不
安

が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
誰
か
を
支
え
る
立
場

と
し
て
、
自
立
し
責
任
を
持
っ
た

大
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

西目
荒川　ひな さん

（西目町出戸）

　

成
人
を
迎
え
た
今
日
を
節
目
に
、

今
ま
で
以
上
に
自
分
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
人
と

し
て
業
務
に
ま
い
進
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
ま
れ
育
っ
た

由
利
本
荘
市
に
恩
返
し
す
る
こ
と

が
一
番
の
目
標
で
す
。
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東由利
小野  謙太郎 さん

（東由利舘合）
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今
野
稔
（
本
荘
支
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
伊
藤
伊
久
雄
（
本
荘
支
団
第

１
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
小
松
繁
（
本
荘
支
団
第
４
分
団
本
部　

副

分
団
長
）
、
小
川
一
彦
（
本
荘
支
団
第
５
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
東

海
林
一
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
菊
地
由
起
夫
（
本

荘
支
団
第
４
分
団
第
５
部　

部
長
）
、
佐
藤
知
栄
（
矢
島
支
団
第
４
分
団

　

分
団
長
）
、
佐
々
木
敬
（
矢
島
支
団
第
６
分
団　

分
団
長
）
、
今
野
正

人
（
岩
城
支
団
第
６
分
団
第
３
部　

部
長
）
、
三
浦
悟
志
（
岩
城
支
団
第

６
分
団
第
３
部　

団
員
）
、
遠
藤
義
和
（
由
利
支
団
第
４
分
団
本
部　

副

分
団
長
）
、
熊
谷
恭
一
（
由
利
支
団
第
５
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
髙

野
和
文
（
大
内
支
団
第
５
分
団
本
部　

分
団
長
）
、
東
海
林
博
幸
（
大
内

支
団
第
６
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
畠
山
鋼
（
東
由
利
支
団
第
４
分
団

本
部　

分
団
長
）
、
遠
藤
賢
志
（
東
由
利
支
団
第
４
分
団
本
部　

副
分
団

長
）
、
佐
々
木
豊
一
（
西
目
支
団
第
４
分
団
第
１
部　

班
長
）
、
佐
々
木

嘉
樹
（
西
目
支
団
第
３
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
佐
藤
博
輝
（
鳥
海
支
団

第
２
分
団　

分
団
長
）
、
三
船
一
幸
（
鳥
海
支
団
第
３
分
団　

副
分
団
長
）

石
綿
喜
代
隆
（
消
防
団
本
部　

副
団
長
）
、
齋
藤
安
雄
（
消
防
団
本
部　

副
団
長
）
、
菊
地
一
郎
（
大
内
支
団
第
６
分
団
第
１
部　

団
員
）

清
橋
俊
明
（
本
荘
支
団
第
１
分
団
本
部　

分
団
長
）
、
田
口
明
高
（
本
荘

支
団
第
６
分
団
本
部　

分
団
長
）
、
長
谷
部
和
彦
（
本
荘
支
団
第
７
分
団

第
５
部　

班
長
）
、
小
川
隆
雄
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
本
部　

団
員
）
、

長
谷
部
太
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
第
５
部　

団
員
）
、
伊
藤
博
（
岩
城
支

団
本
部　

支
団
長
）
、
湯
田
欽
一
（
岩
城
支
団
本
部　

分
団
長
）
、
工
藤

富
治
雄
（
岩
城
支
団
第
２
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
佐
藤
義
一
（
鳥
海
支

団
本
部　

支
団
長
）
、
佐
藤
正
栄
（
鳥
海
支
団
第
１
分
団
第
２
部　

団

員
）
、
佐
藤
新
詠
（
鳥
海
支
団
第
１
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
眞
坂
昇

（
鳥
海
支
団
第
６
分
団
第
３
部　

団
員
）

三
浦
九
十
九
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
本
部　

副
分
団
長
）
、
加
藤
英
一

（
本
荘
支
団
第
６
分
団
第
４
部　

部
長
）
、
佐
藤
勝
（
本
荘
支
団
第
７
分

団
第
４
部　

部
長
）
、
仁
部
義
弘
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
第
５
部　

班

長
）
、
井
島
弘
記
（
本
荘
支
団
第
４
分
団
第
１
部　

班
長
）
、
鎌
田
明

（
本
荘
支
団
第
６
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
大
滝
晃
（
本
荘
支
団
第
７
分

団
第
５
部　

団
員
）
、
佐
藤
四
郎
（
岩
城
支
団
本
部　

分
団
長
）
、
今
田

光
明
（
岩
城
支
団
第
３
分
団　

副
分
団
長
）
、
工
藤
英
二
（
岩
城
支
団
第

１
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
工
藤
功
（
大
内
支
団
第
３
分
団
第
２
部　

班

長
）
、
伊
藤
順
一
（
大
内
支
団
第
２
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
東
海
林
重

（
大
内
支
団
第
６
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
佐
藤
貴
志
（
東
由
利
支
団
第

２
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
佐
藤
賀
信
（
鳥
海
支
団
第
３
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
柴
田
輝
雄
（
鳥
海
支
団
第
７
分
団
第
１
部　

団
員
）

矢
島
支
団
、
岩
城
支
団

本
荘
支
団
第
４
分
団
、
本
荘
支
団
第
５
分
団
、
本
荘
支
団
第
６
分
団
、
矢

島
支
団
第
６
分
団
、
岩
城
支
団
第
１
分
団
、
岩
城
支
団
第
４
分
団
、
鳥
海

支
団
第
１
分
団
、
鳥
海
支
団
第
４
分
団
、
鳥
海
支
団
第
５
分
団
、
鳥
海
支

団
第
７
分
団

行
澤
清
一
さ
ん
（
山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町
）
、
田
中
和
徳
さ
ん
（
秋

田
市
）
、
遠
藤
栄
吉
さ
ん
（
由
利
本
荘
市
）
、
秋
田
県
漁
業
協
同
組
合
南

部
総
括
支
所
道
川
連
絡
会
（
金
森
己
嗣
会
長
）

　

防
火
意
識
の
普
及
と
消
防
関
係

者
の
士
気
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

市
消
防
出
初
め
式
が
１
月
５
日
に

市
役
所
前
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
く
す
玉
割
り
や
一
斉

放
水
が
披
露
さ
れ
た
後
、
長
谷
部

市
長
、
周
防
消
防
団
長
、
佐
竹
知

事
の
観
閲
の
も
と
、
保
育
園
児
を

先
頭
に
各
支
団
の
消
防
団
員
や
消

防
職
員
な
ど
約
８
０
０
人
に
よ
る

分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
顕

著
な
活
躍
が
あ
っ
た
団
員
・
分
団
、

水
難
事
故
２
件
に
対
す
る
消
防
協

力
者
を
表
彰
。
長
谷
部
市
長
は

「
昼
夜
を
問
わ
な
い
献
身
的
な
活

動
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま

す
。
今
後
も
消
防
人
と
し
て
の
高

い
誇
り
を
胸
に
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
周
防
消
防
団
長
は
「
団

員
一
丸
と
な
っ
て
、
頼
り
に
さ
れ

る
消
防
団
と
な
る
べ
く
日
頃
の
訓

練
に
励
み
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

処
で
き
る
知
識
と
技
術
の
習
得
に

努
め
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

市
消
防
出
初
め
式

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
の
防
火
・
防
災
を
願
う

永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）

永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）

永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

感
謝
状
（
水
難
事
故
に
お
け
る
消
防
協
力
者
表
彰
）

無
火
災
表
彰
（
支
団
：
１
年
）

無
火
災
表
彰
（
分
団
：
３
年
）

有
功
章

永
年
勤
続
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
・
敬
称
略
）

団員や分団を表彰

ちびっこ消防団も元気に行進

お堀に向かって一斉放水

分列行進を観閲する長谷部市長
と周防消防団長

足並みをそろえて行進する消防団員

Ｑ　消防団ってどんなことをするの？
Ａ　「消防団」というと、消火活動を想像
される方も多いと思います。しかし、その
他にもさまざまな活動を行っています。
　災害時の救助活動や水防活動のほか、日
常では学校などで防災活動や救命講習会を
行うなど、地域のみなさんに火災や災害に
対する啓発活動をすることも消防団の大切
な仕事です。

Ｑ　消防署と消防団ってどう違うの？
Ａ　消防署は職員が消防署に常駐して消防
防災活動に従事しています。
　これに対し消防団は、それぞれ普段は自
分の仕事を持つ方が団員として活動する、
非常勤の公務員です。火災や大規模災害が
起きれば、自宅や職場から現場に駆け付け、
対応に当たります。
　消防団員の強みは、ほとんどの場合が地
元の方であることです。地形や道路状況、
地域事情に精通し、いざという時の機動力
が期待されています。

Q　消防団にはどんな人が入れるの？
Ａ　市で設置する「由利本荘市消防団」に
は、本部と市内各地域に８支団があり、
1600人以上の方が活躍しています。
【入団資格】　
・市内に在住・在勤する18歳以上の方
【身分など】　
・非常勤特別職の地方公務員となります。
・活動状況に応じ、報酬・手当などが支給
　されます。

◇女性や学生も大歓迎です！
　消防団では、女性団員も活躍しています。
災害の啓発活動などでは「女性の消防団員
だから小さな事でも相談できた」という声
もあり、女性ならではの仕事もたくさんあ
ります。
　また「学生時代に何かに打ち込みたい」
といった学生も大歓迎です。市では、就職
活動の自己ＰＲに役立ててもらえるよう、
大学生や専門学校生で１年以上消防団に所
属した方に「市学生消防団活動認証状」を
発行しています。
　地域との関わりが深まるのも消防団に所
属する醍醐味の一つ。少しでも興味があれ
ば、お気軽にご相談ください。

【入団の相談・問い合わせ先】
消防本部総務課　☎２２―４２８２、または各消防団（各総合支所振興課）

消防団員に
なりませんか？

消防・防災の要

女性・学生団員による
啓発活動（県立大学本
荘キャンパス　大学祭
にて）
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県
産
黒
毛
和
牛
の
子
牛
の
初

競
り
が
１
月
10
日
、
あ
き
た
総

合
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
競
り
に
は
県
内
の
繁
殖
農

家
か
ら
３
１
２
頭
が
上
場
。
こ

の
う
ち
２
９
７
頭
が
県
内
外
か

ら
訪
れ
た
購
買
者
に
競
り
落
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
平
均
取
引
価
格
は

74
万
１
７
７
１
円
。
最
高
値
は

１
頭
１
６
３
万
円
４
０
４
０
円

で
、
昨
年
12
月
に
更
新
し
た
ば

か
り
の
過
去
最
高
額
を
15
万
円

余
り
上
回
る
好
調
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

最
高
値
が
つ
い
た
の
は
大
内

地
域
の
繁
殖
農
家
が
上
場
し
た

雌
で
、
市
内
の
農
家
に
と
っ
て

明
る
い
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
の
た
め
、
秋
田
由
利

牛
の
振
興
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
、
繁
殖
素
牛
の
増
頭
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

五
穀
豊
穣
を
願
う
小
正
月
行

事
「
雪
中
田
植
え
」
が
１
月
15

日
、
休
養
宿
泊
施
設
「
鳥
海
荘
」

で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
久
通
さ
ん
（
31
歳
・
鳥

海
町
上
川
内
）
が
自
宅
で
続
け

て
い
る
古
式
に
の
っ
と
り
、
水

田
に
見
立
て
た
雪
の
上
に
稲
わ

ら
の
束
を
植
え
た
後
、
戌
年
生

ま
れ
の
年
男
、
年
女
を
含
む
10

人
が
、
一
束
ず
つ
植
え
て
今
年

の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

年
男
の
藤
原
凰
楽
君
（
鳥
海

小
５
年
）
は
「
初
め
て
の
体
験

で
緊
張
し
た
が
、
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
で
子
牛
の
初
競
り

過
去
最
高
額
更
新
の
１
頭
１
６
３
万
円
超

佐々田教育長にLEDライトを手渡す村岡会長（右）

戌
年
生
ま
れ
の
男
女　

雪
中
田
植
え
で
五
穀
豊
穣
祈
願

　

由
利
本
荘
地
区
沿
岸
防
犯
協

会
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内
沿
岸
部

の
４
中
学
校
（
岩
城
・
本
荘

北
・
本
荘
南
・
西
目
）
に
防
犯

用
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
１
月
15
日
に
は
由
利

本
荘
警
察
署
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
村
岡
淑
郎
会
長
か
ら
佐
々

田
教
育
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

は
合
わ
せ
て
１
０
１
２
個
で
、

長
さ
７
㌢
ほ
ど
の
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
型
。
村
岡
会
長
は
「
こ
の
と

こ
ろ
不
審
船
が
多
く
、
市
民
の

み
な
ら
ず
国
民
み
ん
な
が
心
配

し
て
い
る
。
登
下
校
時
の
防
犯

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
大
使
情
報
交

換
会
が
１
月
20
日
、
東
京
都
の

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
や
市

の
関
係
者
な
ど
、
合
わ
せ
て
26

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

交
換
会
で
は
、
市
か
ら
７
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
木
の
お
も

ち
ゃ
美
術
館
」
と
10
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー

ナ
」
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
る
ご
と
営
業

本
部
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、
応
援
大
使
を

広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応

援
大
使
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

活
発
な
意
見
交
換
で
懇
親
を
深
め
る　

ふ
る
さ
と
応
援
大
使
情
報
交
換
会
を
開
催

　

修
験
道
の
荒
行
が
形
を
変
え

て
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
「
裸
ま

い
り
」
が
１
月
21
日
、
石
脇
地

区
の
新
山
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
、

地
元
８
町
内
と
１
事
業
所
の
約

２
５
０
人
が
伝
統
の
荒
行
に
挑

み
ま
し
た
。

　

水
ご
り
で
体
を
清
め
た
若
衆

た
ち
は
、
白
鉢
巻
き
に
白
腹
巻

き
、
白
足
袋
に
わ
ら
じ
姿
で
酒

や
餅
、
魚
な
ど
を
担
ぎ
、
山
頂

に
あ
る
新
山
神
社
を
目
指
し
て

出
発
。
雪
が
降
る
中
、
体
を
赤

く
し
な
が
ら
も
「
ジ
ョ
ヤ
サ
、

ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
力
強
い
掛
け
声

で
参
道
を
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
殿
に
到
着
す
る
と
供
え
物

を
奉
納
し
て
五
穀
豊
穣
や
家
内

安
全
な
ど
を
祈
願
。
若
衆
た
ち

が
餅
や
ミ
カ
ン
を
ま
く
と
、
縁

起
物
を
求
め
て
詰
め
か
け
た
見

物
客
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。

新
山
神
社
裸
ま
い
り　

若
衆
が
白
銀
の
参
道
を
駆
け
上
が
る

　

今
年
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
す
、
高
校

生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
12
月
ま
で

に
全
３
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

こ
れ
か
ら
を
担
う
若
者
に
建
設

中
の
ア
リ
ー
ナ
へ
の
関
心
や
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、
そ
の
意

見
を
ア
リ
ー
ナ
の
運
営
に
活
用

し
よ
う
と
開
催
さ
れ
、
市
内
の

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
計
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
回
目
と
な
っ
た
12
月
26
日

は
、
建
設
中
の
ア
リ
ー
ナ
内
部

の
見
学
を
行
っ
た
後
、
施
設
・

集
客
・
参
加
の
３
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、
最
後

に
班
ご
と
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
発
表
で
は
「
地
域
や
世
代

を
越
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
る

よ
う
皆
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
や
っ
た
ら
い
い
」
と
い
う

地
域
振
興
の
視
点
か
ら
の
意
見

や
「
若
者
へ
の
周
知
方
法
と
し

て
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
す
べ

き
」
と
い
う
若
者
ら
し
い
意
見

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。

  

市
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

内
容
を
ま
と
め
「
由
利
本
荘
ア

リ
ー
ナ
」
の
運
営
に
生
か
し
て

い
く
予
定
で
す
。

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

若
者
の
意
見
を
運
営
に
活
用

夜
間
や
下
校
時
の
防
犯
に　

沿
岸
部
の
中
学
校
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
贈
呈

五役会議

市議会定例会本会議（一般質問）

北朝鮮等からの漂着船に係る要請（県警本部・秋田海
上保安部）
石脇地区行政懇談会・懇親会
五役会議
子吉財産区山林祭
村上佐左衛門氏  地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰伝達式
市商工業振興懇談会・懇親会
河本正徳氏の受章を祝う会
五役・部長・支所長会議
市議会定例会本会議（閉会）
県市長会永年勤続職員表彰伝達式
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会実行委員会
平成30年度予算に対する市議会各会派提言
石脇財産区議会定例会
市と連合秋田本荘地域協議会との政策懇談会・懇親会
五役会議
県種苗交換会由利本荘市協賛会総会
総合支所 訓辞
本荘由利広域市町村圏組合議会定例会
仕事納め訓辞
五役・部長・支所長会議
市内あいさつ廻り
市スポーツ振興大使 五十嵐俊幸選手 世界タイトルマ
ッチ応援（東京都）

12月4日㈪

8日㈮

9日㈯
11日㈪
12日㈫

13日㈬

17日㈰
18日㈪
19日㈫
20日㈬

21日㈭

22日㈮
25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

31日㈰

由利高校全日本バレーボール高等学校選手
権大会出場記念祝賀会及び壮行会へ寸志
（　阿部副市長）
本荘あきぎん会総会懇親会会費（　小野副
市長）
石脇地区行政懇談会懇親会へ寸志
北前船寄港地フォーラム10周年記念祝賀会
会費（　小野副市長）
市商工業振興懇談会懇親会会費
河本正徳氏の受章を祝う会会費
藤原鐵夫氏受章記念祝賀会会費（　阿部副
市長）
市と連合秋田本荘地域協議会との政策懇談
会懇親会会費
国内友好都市等へ特産品送付

12月3日

7日

9日

10日

13日

17日

22日

3,482

5,000

3,480

3,500

3,000
6,000

10,000

5,000

13,748
53,210

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）会費等 （円）

（円）

○：代理出席代

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

○代
○代

○代

○代

合　計

合　計

12月13日 3,000

3,000

市商工業振興懇談会懇親会会費（小野副市
長出席）

◆「市長の行動」報告（12月分）

6日㈬
　～8日㈮

Yurihonjo city public Relations. 2018
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